
 

1 

 

 

 

 

 

 

目         次 

 
      規    則 ﾍﾟｰｼﾞ 

○ 財務規則の一部を改正する規則（会計課）…………………………………………………………………… ２ 
 

公布された法令のあらまし 

 

◎財務規則の一部を改正する規則（規則第41号） 

物品の無償の借入れに係る手続を新たに定めるとともに、現行の物品の借入れに係る規定については、

その対象が有償の借入れであることを明確化する等所要の整備を行うこととした。 
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規         則 

 

財務規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

令和６年12月11日 

兵庫県知事 齋 藤 元 彦 

兵庫県規則第41号 

財務規則の一部を改正する規則 

 財務規則（昭和39年兵庫県規則第31号）の一部を次のように改正する。 

 第137条見出し中「借入れ」を「有償の借入れ」に改め、同条第１項中「借入れ」を「有償の借入れ」に、

「当該契約担当者」を「契約担当者」に改め、同条第２項中「借入れ」を「有償の借入れ」に、「すみやかに」

を「速やかに」に、「当該物品管理者」を「物品管理者」に改める。 

第138条（見出しを含む。）中「借入れ」を「有償の借入れ」に改める。 

 第139条の次に次の１条を加える。 

 （無償の借入れ） 

第139条の２ 物品管理者は、物品の無償の借入れをしようとするときは、物品無償借入決定書（様式第58号

の２）により決定しなければならない。 

２ 物品管理者は、前項の規定により物品の無償の借入れをしようとするときは、相手方から無償貸付書を

徴さなければならない。ただし、無償貸付書を徴することが不適当と認められるときは、この限りでない。 

３ 物品管理者は、前２項の規定にかかわらず、必要と認めるときは、第137条第１項の物品の有償の借入れ

の手続の例により契約担当者に物品の無償の借入れに係る措置を要求することができる。 

４ 契約担当者は、前項の規定による要求により物品の無償の借入れの契約をしたときは、速やかにその旨

を物品管理者に通知しなければならない。 

 第192条第３項中「消耗品」を「物品で借入れをしたもの又は消耗品」に改める。 

 様式第58号の次に次の１様式を加える。 
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様式第58号の２（第139条の２関係）                                 

物 品 無 償 借 入 決 定 書 

下記のとおり決定する。 

年 月 日   
決定者    

     
   

 所 管 課  

分 類 品  目  ・  品  名 数 量 単 位 価格（円） 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

物品の使用目的 

無償の借入れの相手方  設置場所 

無償の借入れの期間 

年  月  日  ～   年  月  日 

管理に係る費用負担等 

 

備 考 

兵  庫  県 

 注１ 管理に係る費用負担等の欄には、借入期間中の物品の維持管理及び修繕に要する費用を負担する者、

物品に故障が生じた場合の対応等必要な事項を記載すること。 

２ 備考欄には、価格の評価方法その他参考となる事項を記載すること。 

Ａ４縦長 
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附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則による改正後の財務規則第139条の２、第192条第３項及び様式第58号の２の規定は、この規則

の施行の日以後に行う物品の借入れから適用し、同日前に行った物品の借入れについては、なお従前の例

による。 

 

 

 




